
昨年７月１０日、木更津津駐屯地に２機が飛

来し、「暫定５年」がスタートしました。 ２月

２４日に３機目が飛来し、残りも順次「暫定配

備」される予定です。

３年後は50機の巨大整備基地に

木更津駐屯地は在日米軍と自衛隊のオスプレイ

の整備基地でもあります。３年後は 50 機のオス

プレイの巨大整備基地になる計画です。木更津

市の上空は、危険極まりないオスプレイがひっ

きりなしに飛び交うことになります。

コロナ禍にあって米中対立は急速に激しさを増

しています。南西諸島をめぐって陸自オスプレ

イの位置はますます高まっています。これは「い

つか来た道」、木更津市が「軍都復活」の街にな

るということを示しています。

風雲急を告げる木更津行動への参加をお願いします。

木更津駅前リレートーク
→陸自駐屯地へのデモと申し入れ行動

４月１０日（土）１３時 木更津駅西口集合 １４時３０分 デモ出発

駐屯地申し入れ行動後吾妻公園にて解散

呼びかけ 動労千葉を支援する会・木更津 都築 090-5401-9503

改憲・戦争阻止！大行進千葉 ＤＣ会館 043‐202-7820



―自衛隊にオスプレイは必要か。

「そもそも自衛隊がオスプレイを配備した

理由がよく分からない。防衛省はヘリコプタ

ーよりもスピードが速く、航続距離も長いと

強調するが、移動はほかの輸送機の方が速い。

行動半径も沖縄と九州を飛べる程度で、長距

離を飛ぶ場合は空中給油が必要となる」

「空中給油は機体の構造上、非常に難しい。

開発に携わった米国人技師は、空中給油機能

は危険なので使用すべきではないと警告して

いた。実際、沖縄県名護市沖で２０１６年、

米海兵隊のオスプレイが空中給油機から伸び

る給油管と接触して墜落、大破した」

―騒音や低周波の問題も指摘されている。

「沖縄県にある私の自宅上空では宜野湾ぎ

のわん市の米軍普天間飛行場のオスプレイが

夜１０時すぎまで頻繁に飛び回り、そのたび

に鉄筋コンクリート建ての家もガタガタと震

える。テレビにも電波障害が生じ、録画した

番組の肝心なシーンが映っていないことも多

々ある」

「機体価格（一機 103億円）だけではなく

整備に必要な部品も高額。米国の圧力で買わ

された結果、今後の維持管理費などを含めて

4400 億円の税金が米国に漏れ続けていくこ

とになりかねない」

「家が震え、テレビにも電波障害」
前泊博盛 沖縄国際大教授 ２０２０年7月11日東京新聞より


